
中国の文化Ⅲ

日中文化交流史

第六回 元寇



九
〇
七
年
に
唐
が
滅
亡
し
た
後
、
東
ア

ジ
ア
に
は
民
族
文
字
の
制
定
に
象
徴
さ
れ

る
、
強
い
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
持
っ
た
諸
民
族
が
相
継
い
で
台
頭
す
る
。

五
代
十
国
時
代
に
後
唐
、
後
晋
、
後
漢

を
開
い
た
テ
ュ
ル
ク
系
の
沙
陀
族
、
燕
雲

十
六
州
を
版
図
に
治
め
た
モ
ン
ゴ
ル
系
の

契
丹
族
、
北
宋
を
滅
ぼ
し
て
中
国
の
北
半

分
を
支
配
し
た
ツ
ン
グ
ー
ス
系
の
女
真
族
。

極
東
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
巨
大
帝

国
を
築
い
た
モ
ン
ゴ
ル
族
は
、
女
真
族
の

金
を
滅
ぼ
し
、
朝
鮮
半
島
の
高
麗
を
帰
順

さ
せ
、
江
南
に
逼
塞
し
て
い
た
漢
民
族
の

南
宋
を
滅
ぼ
し
、
さ
ら
に
海
を
渡
っ
て
日

本
へ
の
侵
攻
を
始
め
る
。
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9世紀 万葉仮名から
ひらがなが誕生する
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鎌
倉
時
代
の
謎
の
文
字

（
貞
応
三
年(

一
二
二
四)

二
月
二
九
日

去
年
の
冬
頃
、
高
麗
人
の
乗
る
船
が
越

後
に
漂
着
し
た
。(

中
略)

帯
の
中
央
に
銀

簡
を
つ
け
、
そ
の
中
に
四
文
字
の
銘
が
鋳

込
ま
れ
て
い
た
。(
中
略)

こ
の
四
文
字
の

銘
は
学
者
数
人
に
調
べ
さ
せ
た
が
、
誰
も

読
め
な
か
っ
た
。
＊

吾
妻
鏡
巻
二
六

＊
『
吾
妻
鏡
』
は
鎌
倉
時
代
の
歴
史
書
。
一
九
七
六
年
、

旧
ソ
連
領
沿
海
州
の
遺
跡
か
ら
銀
牌(

通
行
証)

が
発
見
さ

れ
、

謎
の
四
文
字
の
下
三
文
字
が
女
真
文
字
で
「
国
の

誠
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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Karl August Wittfogel (1896～1988)
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十
三
世
紀
の
末
、
日
本
は
白
村
江
の
戦

以
来
、
最
大
の
対
外
的
危
機
の
迎
え
る
。

極
東
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
巨
大
帝

国
を
築
い
た
モ
ン
ゴ
ル
が
、
高
麗
を
帰
順

さ
せ
、
南
宋
の
攻
略
と
前
後
し
て
二
度
に

わ
た
り
日
本
遠
征
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

元
寇
と
呼
ば
れ
る
日
本
遠
征
の
前
後
に
、

モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
と
の
間
で
は
ど
の
よ
う

な
外
交
交
渉
が
行
わ
れ
た
の
か
。
モ
ン
ゴ

ル
が
日
本
遠
征
に
失
敗
し
た
真
の
理
由
は

何
か
。

今
回
の
講
義
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。



目次

第一節 元の第一回日本遠征と三別抄

第二節 南宋の滅亡

第三節 元の第二回日本遠征と幻の第三回遠征計画



第一節 元の第一回日本遠征と三別抄

蒙古襲来絵詞.jpg


九
〇
七
年
に
唐
が
滅
亡
し
た
後
、
東
ア

ジ
ア
に
は
民
族
文
字
の
制
定
に
象
徴
さ
れ

る
、
強
い
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
持
っ
た
諸
民
族
が
興
亡
を
繰
り
返
し
た
。

ア
ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
巨
大

帝
国
を
築
い
た
モ
ン
ゴ
ル
族
は
、
女
真
族

の
金
を
滅
ぼ
し
、
朝
鮮
半
島
の
高
麗
を
帰

順
さ
せ
、
江
南
に
逼
塞
し
て
い
た
漢
民
族

の
南
宋
を
滅
ぼ
す
。



元
寇
＝
六
百
年
ぶ
り
の
国
際
戦
争

〔
解
説
〕

モ
ン
ゴ
ル
は
南
宋
の
攻
略
と
前
後
し
て

二
回
に
わ
た
り
日
本
遠
征
を
計
画
す
る
。

南
宋
か
ら
亡
命
し
た
渡
来
僧
を
通
じ
て

モ
ン
ゴ
ル
へ
の
警
戒
感
を
強
め
て
い
た
日

本
は
、
白
村
江
の
戦
い
以
来
六
百
年
ぶ
り

に
大
規
模
な
国
際
戦
争
に
突
入
す
る
。

モンゴルの第五代皇帝クビライ 鎌倉幕府第八代執権・北条時宗



モ
ン
ゴ
ル
の
皇
帝
ク
ビ
ラ
イ
は
、
日
本

へ
の
遠
征
を
決
行
す
る
前
に
あ
る
こ
と
を

行
っ
た
。
そ
れ
は
何
か
？

①
日
本
に
先
遣
隊
を
派
遣
し
て
、
防
衛

設
備
の
破
壊
を
行
っ
た

②
日
本
に
親
書
を
送
り
、
平
和
的
外
交

関
係
を
求
め
た

？



ＮＨＫ ETV特集「日本と朝鮮の２０００年第６集」より



ク
ビ
ラ
イ
か
ら
の
親
書

〔
解
説
〕

モ
ン
ゴ
ル
の
第
五
代
皇
帝
ク
ビ
ラ
イ
は
、

当
初
か
ら
日
本
遠
征
を
計
画
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。

第
一
回
日
本
遠
征
の
六
年
前
（
一
二
六

八
年
）
に
は
日
本
に
親
書
を
送
り
、
外
交

に
よ
る
関
係
構
築
を
試
み
て
い
る
。

そ
の
親
書
の
写
し
が
奈
良
東
大
寺
に
保

存
さ
れ
て
い
る
。
『
蒙
古
国
牒
状(

調
伏

異
朝
怨
敵
抄)

』
で
あ
る
。

蒙古國牒状(奈良東大寺尊勝院藏)



西暦 モンゴルと日本の間の出来事

1268年 1月、モンゴルの命を受けた高麗の使節団が大宰府に来訪し親書(蒙古国牒状)を渡す(第一回)

69年 2月、モンゴルの使節団が対馬に来訪(第二回) 9月、再び対馬に来訪し国書を渡す(第三回)

70年 1月、朝廷がモンゴルへの返書を作るが、幕府の反対で送付せず

71年 9月、趙良弼らモンゴルの使節団が筑前に来訪(第四回) 11月、国号を大元と定める

72年 2月、趙良弼ら使節団とともに日本の使節が高麗を経由して元の都・大都を視察

73年 3月、趙良弼ら元の使節団が再び大宰府に来訪（～9月 第五回）

74年 10月、元の軍隊が対馬、筑前に来襲（文永の役）

75年 4月、杜世忠ら元の使節団が長門室津に来訪 9月、鎌倉で斬首される(第六回)

76年 1月、元が南宋の都・臨安に入城、宋帝を大都へ 10月、幕府が筑前の海岸に石塁を築造

77年 6月、南宋に渡った日本商船が交易を止めて帰国

78年 11月、元が日本商船の交易を許す

79年 2月、元が南宋を滅ぼす 7月、周福ら元の使節団が筑紫に来訪 博多で斬首される(第七回)

80年 2月、朝廷が諸寺に異国降伏の祈祷を命じる

81年 5月、高麗軍が対馬に来襲 6月、元軍が高麗軍と合流し、志賀島、長門に来襲（弘安の役）

（中略）

88年 ベトナムがバクダン(白藤)河の戦いで元軍を破る



ク
ビ
ラ
イ
か
ら
の
親
書

天
命
を
受
け
た
大
蒙
古
国
の
皇
帝
が
、

書
を
日
本
国
王
に
奉
る
。

朕
が
思
う
に
、
昔
か
ら
国
境
を
接
す
る

も
の
は
、
小
国
の
君
主
で
あ
っ
て
も
音
信

を
通
じ
あ
い
、
和
睦
に
努
め
て
き
た
。
ま

し
て
我
が
祖
宗
は
天
命
を
受
け
、
中
国
を

領
有
し
た
。
周
辺
の
国
々
も
わ
が
威
を
恐

れ
、
徳
を
慕
う
も
の
は
数
知
れ
な
い
。

蒙
古
國
牒
状(

奈
良
東
大
寺
尊
勝
院
藏)

蒙古國牒状(奈良東大寺尊勝院藏)



ク
ビ
ラ
イ
か
ら
の
親
書

朕
が
即
位
し
た
初
め
、
高
麗
の
無
辜
の

民
が
長
く
戦
争
に
苦
し
ん
で
い
た
た
め
、

兵
を
引
き
揚
げ
、
国
土
を
還
し
、
老
人
子

供
を
帰
国
さ
せ
た
。
高
麗
の
君
臣
は
感
激

し
て
来
朝
し
、
君
臣
の
関
係
で
は
あ
る
が
、

父
子
の
よ
う
に
仲
睦
ま
じ
く
し
て
い
る
。

蒙
古
國
牒
状(
奈
良
東
大
寺
尊
勝
院
藏)

蒙古國牒状(奈良東大寺尊勝院藏)蒙古國牒状(奈良東大寺尊勝院藏)



ク
ビ
ラ
イ
か
ら
の
親
書

思
う
に
こ
の
こ
と
は
王
の
君
臣
も
す
で

に
ご
存
じ
で
あ
ろ
う
。
高
麗
は
朕
の
東
の

藩
属
国
で
あ
り
、
日
本
は
高
麗
と
密
接
な

関
係
に
あ
り
、
開
国
以
来
し
ば
し
ば
中
国

と
も
通
交
し
て
い
る
。

蒙
古
國
牒
状(

奈
良
東
大
寺
尊
勝
院
藏)

蒙古國牒状(奈良東大寺尊勝院藏)



ク
ビ
ラ
イ
か
ら
の
親
書

と
こ
ろ
が
朕
が
即
位
し
て
以
来
、
一
度

も
平
和
友
好
の
使
節
が
送
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
王
の
国
が
よ
く
事
情
を
ご
存
じ
な

い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
い
ま
使
節
を

派
遣
し
、
親
書
を
持
参
さ
せ
て
朕
の
意
を

伝
え
る
こ
と
に
し
た
。
願
わ
く
は
、
今
後

は
交
流
を
深
め
て
友
好
関
係
を
結
び
、
和

睦
を
は
か
り
た
い
。

蒙
古
國
牒
状(

奈
良
東
大
寺
尊
勝
院
藏)

蒙古國牒状(奈良東大寺尊勝院藏)



ク
ビ
ラ
イ
か
ら
の
親
書

聖
人
は
四
海
を
以
っ
て
家
と
す
る
と
い

う
が
、
互
い
に
交
流
を
深
め
ず
に
ど
う
し

て
一
家
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
ま

し
て
刃
を
交
え
る
な
ど
、
誰
が
そ
れ
を
望

も
う
か
。
王
よ
、
ど
う
か
熟
慮
さ
れ
よ
。

至
元
三
年
八
月

日

蒙
古
國
牒
状(
奈
良
東
大
寺
尊
勝
院
藏)

蒙古國牒状(奈良東大寺尊勝院藏)



日
本
遠
征
に
反
対
し
た
元
朝
の
政
治
家

〔
解
説
〕

モ
ン
ゴ
ル
側
か
ら
の
外
交
交
渉
に
よ
る

戦
争
回
避
の
試
み
は
、
開
戦
の
直
前
ま
で

続
け
ら
れ
た
。

一
二
七
〇
年
に
は
、
女
真
族
の
出
身
の

趙
良
弼
＊
が
、
日
本
と
の
外
交
交
渉
に
当

た
る
こ
と
を
願
い
出
て
、
一
二
七
一
年
、

大
宰
府
を
訪
問
。
四
ヵ
月
ほ
ど
滞
在
し
た

後
、
大
宰
府
の
使
節
と
と
も
に
帰
国
。

一
二
七
二
年
に
は
、
再
び
日
本
を
訪
問
。

一
年
ほ
ど
滞
在
し
た
後
、
帰
国
し
て
ク
ビ

ラ
イ
に
日
本
遠
征
を
や
め
る
よ
う
進
言
し

た
。

＊
趙
良
弼(

一
二
一
七
ー
八
六)

は
金
朝
の
時
代
、

モ
ン
ゴ
ル
と
の
戦
い
で
父
や
兄
を
失
い
、
母
と

と
も
に
戦
火
の
中
を
さ
ま
よ
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
ク
ビ
ラ
イ
に
仕
え
る
よ
う
に

な
っ
た
彼
は
無
益
な
戦
い
を
避
け
る
た
め
、
二

度
に
わ
た
り
日
本
と
の
外
交
交
渉
に
当
っ
た
。



一
方
、
ク
ビ
ラ
イ
が
日
本
と
の
外
交
交

渉
を
試
み
て
い
た
当
時
、
朝
鮮
半
島
の
高

麗
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

？



ＮＨＫ ETV特集「日本と朝鮮の２０００年第６集」より



外
交
交
渉
を
拒
否
し
た
日
本
に
対
し
、

ク
ビ
ラ
イ
は
第
一
回
遠
征
を
計
画
す
る
。

し
か
し
、
そ
れ
が
実
行
さ
れ
た
の
は
六
年

も
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

①
朝
鮮
半
島
で
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
激

し
い
抵
抗
運
動
が
起
っ
た
た
め

②
ク
ビ
ラ
イ
が
亡
く
な
り
、
モ
ン
ゴ
ル

内
部
で
後
継
者
争
い
が
起
こ
っ
た
た

め

？



ＮＨＫ ETV特集「日本と朝鮮の２０００年第６集」より



蒙
古
襲
来
絵
詞

〔
解
説
〕

朝
鮮
半
島
の
抵
抗
を
鎮
圧
し
た
モ
ン
ゴ

ル
は
、
一
二
七
四
年
、
日
本
へ
の
第
一
回

遠
征(

文
永
の
役)

を
行
う
。

そ
の
よ
う
す
を
描
い
た
の
が
、
『
蒙
古

襲
来
絵
詞
』
で
あ
る
。

こ
の
絵
巻
物
は
、
肥
後
国(

熊
本
県)
の
御

家
人
竹
崎
季
長(

す
え
な
が)

が
、
文
永
・
弘

安
の
役
で
の
活
躍
と
、
恩
賞
を
得
る
た
め

鎌
倉
へ
行
っ
て
幕
府
に
直
談
判
し
、
所
領

を
得
る
ま
で
の
経
緯
を
描
い
た
も
の
。

季
長
が
阿
蘇
の
神
・
甲
佐
明
神
の
ご
加
護

に
感
謝
す
る
た
め
制
作
さ
せ
、
甲
佐
神
社

に
奉
納
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

一
八
九
〇
年
、
明
治
天
皇
に
献
上
さ
れ
、

現
在
は
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。



蒙古襲来絵詞（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）



て

つ

は

う

鉄

砲

蒙古襲来絵詞（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）



蒙
古
襲
来
絵
詞

〔
解
説
〕

近
年
の
研
究
＊

で
は
、
「
て
つ
は
う
」
の

飛
ぶ
方
向
が
逆
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
左

に
描
か
れ
た
三
人
の
蒙
古
兵
の
絵
柄
が
他

の
兵
と
異
な
り
、
補
修
の
際
に
ず
れ
て
貼

り
あ
わ
さ
れ
た
紙
に
合
わ
せ
て
描
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
後
世
に
加
筆
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
か
と
の
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
元
の
軍
船
が
沈
ん
だ
長
崎
県
松

浦
市
鷹
島
付
近
の
海
域
か
ら
は
、
近
年

「
て
つ
は
う
」
の
実
物
も
発
見
さ
れ
て
い

る
。

＊
佐
藤
鉄
太
郎
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
と
竹
崎
季
長
の
研
究
』

（
錦
正
社
、
二
〇
〇
五
年
）





2001年、長崎県松浦市の鷹島近海での海底調査で発見された「てつはう」

蒙
古
襲
来
絵
詞

〔
解
説
〕

一
方
、
モ
ン
ゴ
ル
が
「
鉄
砲
」(
炸
裂
弾)

を
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
、
鎌
倉
時
代
に

書
か
れ
た
『
八
幡
愚
童
訓
』
に
記
録
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
近
年
、
元
の
軍
船
が
沈
ん

だ
長
崎
県
松
浦
市
鷹
島
付
近
の
海
域
か
ら

そ
の
実
物
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。



2001年、長崎県松浦市の鷹島近海での海底調査で発見された「てつはう」

鷹島(長崎県松浦市)



ＮＨＫ ETV特集「日本と朝鮮の２０００年第６集」より



鎌
倉
時
代
の
記
録
が
伝
え
る
「
鉄
砲
」

(
蒙
古
の)

大
将
軍
は
高
い
所
に
い
て
、

引
く
べ
き
時
に
は
逃
鼓
を
打
ち
、
攻
め
る

べ
き
時
に
は
責
鼓
を
叩
き
、
そ
れ
に
従
っ

て
行
動
す
る
。
逃
げ
る
時
は
鉄
砲
を
飛
ば

し
、
暗
く
し
て
轟
音
を
あ
げ
る
の
で
、
肝

は
つ
ぶ
れ
、
目
は
く
ら
み
、
耳
も
聞
こ
え

な
く
な
っ
て
、
呆
然
と
し
て
東
西
も
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

『
八
幡
愚
童
訓
』
巻
上(

『
群
書
類
聚
』
巻
十
三
上)

＊
『
八
幡
愚
童
訓
』
は
鎌
倉
時
代
に
八
幡
大
菩
薩
の
霊
験

を
愚
童
に
も
わ
か
る
よ
う
に
と
説
き
示
し
た
も
の
。
二

巻
。



第二節 南宋の滅亡



襄
陽
城
の
戦
い

〔
解
説
〕

日
本
へ
の
第
一
回
遠
征
の
後
、
ク
ビ
ラ

イ
は
南
宋
へ
の
攻
撃
を
本
格
化
し
、
そ
の

防
衛
拠
点
の
一
つ
襄
陽
城
を
攻
撃
す
る
。

ク
ビ
ラ
イ
は
難
攻
不
落
の
襄
陽
城
を
攻

略
す
る
た
め
、
六
千
キ
ロ
も
離
れ
た
イ
ラ

ク
か
ら
技
術
者
を
招
き
、
最
新
兵
器
の
開

発
に
当
た
ら
せ
た
。

http://www.af96.com/bbs/dispbbs.asp?BoardID=18&ID=8320


ＮＨＫ「文明の道～クビライの夢・ユーラシア帝国の完成」より



幅
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
広
大
な
外

堀
に
守
ら
れ
た
襄
陽
城
を
攻
略
す
る
た
め
、

ク
ビ
ラ
イ
は
イ
ラ
ク
か
ら
招
い
た
技
術
者

に
あ
る
最
新
兵
器
を
開
発
さ
せ
た
。
そ
の

兵
器
と
は
？

①
潜
水
艦

②
投
石
機

？

http://www.af96.com/bbs/dispbbs.asp?BoardID=18&ID=8320


回回砲(Trebuchet)



ＮＨＫ「文明の道～クビライの夢・ユーラシア帝国の完成」より



イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
砲
術
家
た
ち

〔
解
説
〕

襄
陽
城
の
攻
撃
は
一
二
六
八
年
頃
か
ら

始
ま
っ
た
が
、
難
攻
不
落
を
誇
る
こ
の
城

を
攻
め
落
と
す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

ク
ビ
ラ
イ
は
ペ
ル
シ
ア
を
支
配
し
て
い

た
イ
ル
・
ハ
ン
国
に
依
頼
し
、
十
字
軍
と

の
戦
い
で
最
新
鋭
の
投
石
機
の
技
術
を
有

し
て
い
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
砲
術
家
ア

ラ
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
と
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル

を
大
都
に
呼
び
よ
せ
、
襄
陽
城
の
攻
略
に

そ
の
新
型
投
石
機(

回
回
砲)

を
投
入
し
た
。



イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
砲
術
家
た
ち

イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
、

西
域
の
実
喇
の
人
で
あ
る
。
投
石
機
の
製

造
に
優
れ
た
技
術
を
持
っ
て
い
た
。

至
元
八
年(
一
二
七
一
年)

、
ア
ラ
ー

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
と
と
も
に
都
に
呼
ば
れ
、

十
年(

一
二
七
三
年)
、
襄
陽
城
の
攻
撃
に

従
っ
た
。

元
史
巻
二
〇
三

亦
思
馬
因
伝



現在のイラク 大都(現在の北京)



投
石
機
の
威
力

（
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
は
）
地
勢
を
調
べ
、

投
石
機
を
襄
陽
城
の
東
南
の
隅
に
置
い
た
。

重
さ
百
五
十
斤(

約
九
十
キ
ロ)

も
あ
る
砲

弾
が
発
射
さ
れ
る
と
爆
音
は
天
地
を
震
わ

せ
、
被
弾
し
た
所
は
す
べ
て
破
壊
さ
れ
、

砲
弾
は
地
下
七
尺(
約
二
メ
ー
ト
ル)

に
達

し
た
。
南
宋
の
安
撫
・
呂
文
煥
は
こ
れ
に

驚
き
、
城
を
開
い
て
投
降
し
た
。

元
史
巻
二
〇
三

亦
思
馬
因
伝



第三節 元の第二回日本遠征と
幻の第三回遠征計画



第
一
回
日
本
遠
征(

文
永
の
役)

の
翌
一

二
七
五
年
、
ク
ビ
ラ
イ
は
、
再
び
日
本
に

外
交
使
節
を
派
遣
し
た
が
、
日
本
は
こ
れ

に
ど
う
対
応
し
た
か
？

①
外
交
使
節
を
殺
し
て
し
ま
っ
た

②
戦
争
回
避
の
交
渉
を
行
っ
た？



第
一
回
日
本
遠
征(

文
永
の
役)

の
翌
一

二
七
五
年
、
ク
ビ
ラ
イ
は
再
び
日
本
に
外

交
使
節
を
派
遣
す
る
。
し
か
し
、
と
き
の

執
権
・
北
条
時
宗
は
使
節
団
を
鎌
倉
に
連

行
し
、
正
使
・
杜
世
忠
以
下
五
名
を
斬
首

し
た
。

激
怒
し
た
ク
ビ
ラ
イ
は
、
一
二
八
一
年
、

日
本
へ
の
第
二
回
遠
征(

弘
安
の
役)

を

行
っ
た
。



常立寺に伝わる「元使塚」(神奈川県藤沢市)



蒙古襲来絵詞(模写本 原本は宮内庁三の丸尚蔵館藏)

肥後国の御家人竹崎季長が自身の元寇での活躍を描かせた絵詞蒙古襲来絵詞（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）

モ
ン
ゴ
ル
の
第
一
回
遠
征(

文
永
の
役)

の
後
、
日
本
は
博
多
湾
沿
岸
に
全
長
二
十

キ
ロ
に
も
及
ぶ
石
塁
を
建
造
し
、
再
度
の

襲
来
に
備
え
て
い
た
。



蒙古襲来絵詞(模写本 原本は宮内庁三の丸尚蔵館藏)

肥後国の御家人竹崎季長が自身の元寇での活躍を描かせた絵詞蒙古襲来絵詞（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）



元寇防塁跡(福岡市)

1276年に博多湾沿岸に建造された石塁。高さ2.5～3m 全長20km



ＮＨＫ ETV特集「日本と朝鮮の2000年 第6回」より



肥後国の御家人竹崎季長が自身の元寇での活躍を描かせた絵詞

蒙古襲来絵詞(模写本 原本は宮内庁三の丸尚蔵館藏)

蒙古襲来絵詞（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）



元
は
三
度
目
の
日
本
遠
征
を
計
画
し
て

い
た
が
、
こ
れ
は
あ
る
理
由
か
ら
中
止
さ

れ
た
。
そ
の
理
由
と
は
？

①
南
宋
の
遺
臣
ら
が
激
し
い
抵
抗
を
続

け
て
い
た
た
め

②
大
越(

ベ
ト
ナ
ム)
へ
の
遠
征
で
苦
戦

し
た
た
め

？



ＮＨＫ ETV特集「日本と朝鮮の2000年 第6回」より
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遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368
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中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

バクダン河の戦い
1288年

三別抄の抵抗運動
1270-73年



ま
と
め

ア
ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
巨
大

帝
国
を
築
い
た
モ
ン
ゴ
ル
。
中
国
か
ら
漢

民
族
王
朝
が
消
え
去
る
中
、
日
本
は
モ
ン

ゴ
ル
軍
の
二
度
に
わ
た
る
遠
征
を
退
け
る
。

し
か
し
、
日
本
を
勝
利
に
導
い
た
の
は

鎌
倉
武
士
の
奮
闘
や
暴
風
雨
に
よ
る
天
祐

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
朝

鮮
半
島
や
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
の
モ
ン
ゴ
ル

に
対
す
る
果
敢
な
抵
抗
運
動
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。



肥後国の御家人竹崎季長が自身の元寇での活躍を描かせた絵詞

蒙古襲来絵詞(模写本 原本は宮内庁三の丸尚蔵館藏)

蒙古襲来絵詞（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）
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